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鑑別書および鑑別鑑定書の表記等の変更について 

 

謹啓 平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

 弊社では社内システムの更新を本年 9 月に予定しております。これに伴い、書面デザイン・レ

イアウトの調整を行うと共に、真珠流通の現状および情報開示の観点から鑑別書・鑑別鑑定書に

記載するコメントの見直しをさせていただきます。また、海外市場において弊社偽造書面が出回

っているとの報告を受け、新たに偽造防止加工を導入致します。 

皆様にはご迷惑をおかけしますが、何卒ご理解、ご協力のほど宜しくお願い申し上げます。 

敬白 
 

記 
 

実 施：2021年 9月 1日発行分より 
 

＜主な変更点＞ ※別紙サンプルをご参照ください。 

【色に関する表記】 

① “ナチュラル”表記の見直し（“無調色”などの表記へ変更） 

② 着色処理に関して母貝名部分にその旨を表示 

【まき厚表記】 

③ まき厚計測値の表記を小数点第二位から小数点第一位までに変更（0.45mm → 0.4mm） 

【その他 鑑別鑑定表記】 

④ 鑑別結果・母貝（真珠の種類）の表記方法を変更 

⑤ 品名表示を一部変更（「連」の表記を導入、散珠を「ルース」表記に変更等） 

⑥ 品質分析欄の記載順序を変更（テリを最初に記載） 

⑦ 干渉色の評価コメントを変更 ※天女のみ従来のコメントを継続 

⑧ 備考欄に「美しさを引き出すための真珠特有の加工が行われることがあります。」と記載 

⑨ 備考欄の「オーロラ効果コメント」を変更 

【デザインなど】 

⑩ 鑑別書タイプ名を変更（S型→SS型・P型→SP等） 

⑪ Ｊ型・K型およびＢＡ型のデザインを変更 

⑫ 偽造防止加工を導入 
 

 上記の他にも、書面レイアウトの一部および備考欄記載コメントの一部を見直し致します。 

詳細につきましては、準備が整い次第ホームページに掲載させていただきます。 

以上 








